
■大学生指導員の養成・確保に当たっての仕組みやフロー ■実証事業の検証・評価方法

■事業の実施体制図（学内体制に留まらず、地域の組織・団体との連携体制も示すこと）

大学生指導員の養成・確保に向けた総合型地域スポーツクラブ連動型プロジェクト
～『医福大×ハピスカ』プログラムの実践～実施計画名

事 業 概 要

令和7年度スポーツ庁委託事業「感動する大学スポーツ総合支援事業」
②大学生指導員の養成・確保に関する実証事業 企画提案書（事業概要資料）

新潟医療福祉大学大学名

①大学生指導者養成研修会の実施（座学と実践）＋指導者登録
⇒Part1「コーチング基礎」／Part2「安全管理」／Part3「実践演習」
②-A【出張型】放課後スポーツタイムの実施（ハピスカとよさか主導）
②-B【集合型】NUHWアカデミー「スキルアップキャンプ」の実施（本学主導）
③アンケート調査・効果検証（量の確保・質の保証）
④事業報告シンポジウム、プログラム修了証授与式の開催

【出張型】放課後スポーツタイムの実施（ハピスカとよさか主導）
⇒参加生徒・ハピスカとよさか指導者、中学校教員へのアンケート調査

【集合型】NUHWアカデミー「スキルアップキャンプ」の実施（本学主導）
⇒参加生徒・保護者へのアンケート調査

出張型・集合型イベントに参加した本学学生に対してもアンケートを実施し、
研修会・出張型・集合型の振り返りと満足度調査を行う。
さらに、本事業の学外関係者（北区中学生のための地域クラブ活動推進協議会
構成員）への調査を行い、本事業・仕組みの外部評価を得る


